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　つくばフォーラムは2017年10月19〜20日の二日間
開催された。今年のつくばフォーラムのテーマは「か
けがえのないパートナーと創るアクセスネットワーク
〜IoT/5G時代の先進技術と安全な設備構築・運用〜」
で，つくば国際会議場で小林NTTアクセスサービス
システム研究所長のオープニング挨拶の後，基調講演，
特別講演が行われたので，その講演概要をご紹介する。
また，展示会場で初日15時から行われたワークショッ
プ1も聴講したので報告する。

【基調講演】
NTT西日本グループにおける取り組み
講師：西日本電信電話㈱代表取締役副社長設備本部長
　　　黒田　吉広 氏

　NTT西日本は静岡以西沖縄までの30府県が営業エ
リアで管内のフレッツ光は900万加入を8月25日に達
成している。
　NTT東日本との設備量などの比較は図−1のとお
りである。グローバルビジネスの活動状況は図−2の
通りで，アジアを中心として技術提供し，構築から運
用までを行っている。ゲーム事業（ソルマーレ）では
米国で1位を確保している女性向けのシミュレーショ
ンゲームも提供している。

　2020年の東京オリンピックでは自転車競技会場とし
て静岡県伊豆ベロドームが選定されているので，セキュ
リティを確保した通信設備を提供していきたい。各種
設備・サービスのマイグレーションを進めていく予定
で，年数十億円のコスト縮減になると見込んでいる。
　中央防災会議が対象とした大規模地震で南海トラフ
地震が心配されているので，高知など減災の観点での
取り組みを行った。また災害時の対策室を大地震発生
確率の小さい日本海側の北陸に置くことも検討してい
る。必要なデータだけを提供することでトラフィック
を低減するエッジコンピューティングのトライアルを
行い有効性が確認できた。

つくばフォーラム2017
基調講演と特別公演
ならびにワークショップ１報告

国内イベント報告・3

黒岩　正信
日本メックス㈱

（本誌編集企画小委員長）

KUROIWA　　　Masanobu

図−1　NTT東西の各種比較

図−2　アジアを中心としたビジネス展開
　北米ではゲームソフト好調
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　ドローンを活用した太陽光パネル点検ソリューショ
ンを提供している。図−3のように飛行ルートを指定
すると自動運転で点検を行い，途中でバッテリーが不
足してくると自分で充填位置に行って充電し，先程中
断したところから残りを点検することができるように
なっている。

　設備管理でも図−4のようにMMS（モービルマッ
ピングシステム）を活用し始めている。スマート光チャ
レンジでは心の見える化に挑戦して，お化け屋敷やゴ
ルフなどで心理的な「びびり度」などが分るようにな
り始めている。講演の中では30秒にまとめたセキュ
リティや保育などのサービスCMビデオもいくつか見
ることができた。YouTubeの時代に対応して短いも
のが求められているようである。

【特別講演】
NTT Comのクラウド，データセンタ戦略
講師：NTTコミュニケーション㈱取締役
　　　クラウドサービス部長
　　　森林　正彰 氏

　NTTコミュニケーションではグローバルにビジネス
を展開しているので，従業員約21 ,550名で，海外に約
9,650名おり，私もロンドンに7年居て，その前は香港
にいた。2012年ンドンオリンピックや2015年ラグビー
ワールドカップなど現地で経験することができた。
　図−5のように，NTT Comの強みは，お客様シス
テムの基盤となるクラウド・コロケーション・ネット
ワークをグローバルレベルで自社保有しており，一体
的にサービスを提供できるところである。データセン
タと海底ケーブルネットワークの繋がりが重要で一元
的に設計し提供することで，信頼性や性能を徹底的に
追及することができると考えている。

　香港では海底ケーブルの陸揚局にデータセンタを置
いたので好評であった。最近はアジアのトラフィック
が多くなっているので，図−6のように海底ケーブル
も必要に応じた形で敷設している。データセンタ間の

図−3　ドローンによる太陽光パネル点検ソリューション

図−4　カメラ，レーザースキャナーなどを使った設備管理 図−5　いろんなカテゴリをグローバルに一体的に提供可能
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ネットワークは図−7のように大容量のものになって
いる。

　ビジネススピードが求められる時代にお客様のニー
ズにあったサービスを，他事業者を含むクラウドを組
み合わせて最適なシステムで提供することが実現でき

る会社である。そのようなサービスを図−8のように
グローバルに一元的に提供することで，管理運用コス
トも削減できると考えている。

【ワークショップ1】
世界のOTT市場の現状及び
デジタルエコノミー 2025に向けたシナリオ
講師：IDATE Digiworld OTT市場リードアナリスト
　　　中嶋　惣一 氏

　このワークショップはオープニングで小林所長が
紹介され，OTT市場という言葉も聴き慣れないも
のであったので，聴講することにしたものである。
IDATEはフランスのモンペリエに本部があり，メディ
ア，インターネット，電気通信部門のメンバーとクラ
イアントの意思決定支援を目的に1977年に設立され
た会社である。
　その後，DigiWorld Instituteを創設し，ヨーロッパ
のデジタル経済シンクタンクとしての役割も担ってお
り，講師中嶋氏はOTT市場リードアナリストとして
活躍している（図−9参照）。OTT（Over the Top）
プレイヤーというのは後で調べたところ，インター

図−6　アジアのトラフィックが多い
　　　　香港は陸揚げ局にデータセンタがあり好評

図−7　大容量の伝送路

図−8　お客様の求めるサービスを柔軟に提供 図−9　IDATE概要
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ネットを中心としてビジネス（電子商取引，コミュニ
ケーション，ビデオ，デジタルコンテンツ，モバイル，
ソーシャルメディアなど）を展開している企業で，米
国の大手5社（Google,Apple,Facebook,Amazon,Micros
oft）をGAFAMという。
　世界のOTTマーケットは2017〜2021年まで年平
均成長率 11 .4% で伸びていき，2021 年には 7300 億
ユーロに達すると想定されている。これらの企業の2
社（Google,Facebook）は広告収入に頼っているが，
AppleとMicrosoftはハードやソフトのコアビジネス
で収入を確保している。
　2025年までの中期的シナリオもAppleは図10のよ
うに現在の路線を踏襲しているだろうと分析されてい
る。講演後に調べて見つけた文献によると，EUユー
ザーの半数以上がGAFAMを使っているため，何ら
かの規制をかけようという動きになりつつあるよう
で，2015年にEUは法規類の大規模な見直しを行う戦
略を発表したという。EUはこれらOTT企業動向の

他に，英国のEU離脱問題も大きな影響を与えそうな
気配があるので，継続的に関心を持っていきたいと考
えている。

図−10　アップルは商品のセキュリティと信用で継続的にフォロー
されていく現行路線の延長（右下）　　　　　　

JSTT 一般社団法人日本非開削技術協会　 　【事務局】　小谷，近藤（Tel：03-5639-9970　E-mail：office@jstt.jp）
お問い合わせ先

非開削技術講習会

　日　　時：平成30年2月15日（木）　10：00〜17：00
　会　　場：TKPガーデンシティ PREMIUM広島駅前　カンファレンスルーム5D
　　　　　　〒732-0821　広島市南区大須賀町13-9　☎082-909-2609
　募集人員：30名
　内　　容：❶10：00〜10：05　はじめに
　　　　　　❷10：05〜12：05　 HDD（誘導式水平ドリル）工法について
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤靖氏 他（JSTT HDD（誘導式水平ドリル）工法委員会委員長）
　　　　　　❸12：05〜13：00　休憩（昼食）
　　　　　　❹13：00〜14：00　非開削地下探査技術適用の手引き（案）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　齋藤秀樹 氏（JSTT 地下探査技術委員会委員長）
　　　　　　❺14：00〜14：10　休憩
　　　　　　❻14：10〜15：10　地下管渠工事の社会的費用─算定の手引き─（案）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　宮武昌志 氏（JSTT ソーシャルコスト検討委員会委員長）
　　　　　　❼15：10〜15：20　休憩
　　　　　　❽15：20〜16：20　管路更生工法の変遷について
　　　　　　　　　　　　　　　　　宮川恒夫 氏（（公社）日本下水道管路管理業協会修繕・改築委員会委員長代理）

■ 広島会場


